
「総合力」で進めるまちづくり0 1

本市の人口は、東京に隣接しているという地理的な利便性から転入超過が続
いています。かつて町工場があった場所に高層マンションが建ち、新しく移り
住んできた子育て世代から、ずっと川口で暮らし続けている高齢者、さらには
外国人住民も含め、多様な住民のニーズに応えながら、「住み続けたい」まちづ
くりをどのように進めるかが今後の課題です。便利で都会的な要素と、郊外に
残る緑を守り活かす新たな取組が相乗効果を生み出すことができるよう、
様々なソフト事業とその担い手となる市民の力を連携し、それらの「総合力」に
よって川口らしいSDGｓの取組を進めていきたいと考えています。
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川口市　企画財政部企画経営課
課長　稲垣 雅世 さん

夜間中学での学び直し等による、多様な市民を誰一人取り残さないインクルーシブ
な社会づくりや、多様な人材が活躍できる働きやすいまちづくり等により、自律的好
循環の創出を図る。また、都市農業の活性化による農地を含めた緑地の創出や保護
等により、地域の魅力を向上させていく。人、自然、文化の豊かさが共生する、い
つまでも住み続けたい「選ばれるまち川口」を目指して、本市が元来有している豊か
なポテンシャルを総合的に生かしながら、多角的な取組を進めていく。

今後の展望

未来の地域の人たちのために0 2

新井宿駅周辺は、高速道路網・埼玉高速鉄道線の整備、耕作放棄地や資材置
き場の増加など、近年の環境変化が激しい地域です。古くから伝わる文化・歴
史や豊かな緑を守りながら、未来の地域の人たちのために役立ちたいという思
いから、本協議会は平成23年に住民有志により設立されました。
地域での課題をひとつひとつ洗い出し、何ができるかを考え行動したことで、
行政との連携が深まり、課題解決に向けて協働することができました。その結
果、緑をテーマとしたイベント開催、地域の農産物を使った学校給食の提供が
実現しました。また、市街化調整区域での建築物の立地制限の緩和により、農
家レストラン、農産物直売所などもできるようになります。今後も地域・社会貢
献に繋がる取組を進めていきたいです。

利用者の属性を問わないサロンや、移
動販売車を活用したオンライン健康
相談など、社会的孤立の解消に向けた
取組を推進する。

川口市で活躍・起業したい女性と市内
の起業家を繋げる「AFEKT」を活用
し、セミナー等の開催、交流の場の提
供などを行う。

夜のグリーンセンターやイイナパーク
川口等において「夜のいきもの観察
会」を開催するなど、親子で参加でき
る自然学習の機会を設ける。

女性の活躍や創業の支援 生物多様性の保全

そのほかの
取り組み

新井宿駅と地域まちづくり協議会
会長　伊藤 勝博 さん
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「選ばれるまち川口」

埼玉県南東部に位置し、東京都に隣接していることから、
東京のベッドタウンとして栄えている。かねてより鋳物産業
が地場産業として盛んである。また、外国人住民が多い市
であることも特徴であり、多文化共生に取り組んでいる。
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有志の地域住民による協議会との連携0 2
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詳細はこちら
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そのほかの取組
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夜間中学での学び直しによる教育機会の提供0 1
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2019年4月に県内初となる公立夜間中学を開設した。義務教育未修了者や、形
式卒業者、本国で義務教育を修了していない外国籍の方など、年齢や国籍の
異なる様々な生徒へ日本の中学校の学び直しの支援を行っている。
2024年度からは夜間中学専用校舎の使用を開始し、生徒が相互交流できる
共有スペースの設置、多様な学級編成に対応できる可動間仕切りの採用、エレ
ベーターや多目的トイレを設置したバリアフリー対応など、誰一人取り残さな
い学びの場の充実を図っている。

「新井宿駅と地域まちづくり協議会」は2011 年
から開始した地域貢献活動が評価され、2023 
年度には農山漁村の振興に尽力した団体に贈ら
れる「豊かなむらづくり全国表彰事業」におい
て、農林水産大臣賞を受賞。
本協議会を中心に、様々なステークホルダーと協
働しながら、季節の野菜や野菜苗、花苗の直売
や、収穫体験などの定期的なイベント開催を行
い、地域の魅力を伝える。
また、農業従事者の高齢化などで農地の減少が
進み、資材置き場や駐車場等の緑を伴わない土
地利用への転換が進んでいるという問題に対し
て、農地放棄をさせないための取組（６次産業化
商品の開発、SNSでの情報発信、栽培の手間が
少ない柑橘等の栽培促進）を行っていく。
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「選ばれるまち川口」を実現するために、川口市の課題の解決に焦点を当てた「魅力向上型」、各ス
テークホルダーのポテンシャルを高めていく「自走・自律支援型」の施策を展開していく。市民、市
内企業、国、県、各種団体等と連携し、「オール川口」で取組を推進する。

重層的支援体制整備事業
にかかわる取組
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